
第
2
5回
新
春
初
歩
き
ご
来
光
登
山

青
海
島
「
高
山
」
で
初
日
の
出

元
旦
の
早
朝
、
青
海
島
高
山
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
約
1
㎞
の
行
程
で
標

高
3
2
0
m
の
高
山
山
頂
ま
で
歩
く
恒
例
の

「
新
春
初
歩
き
ご
来
光
登
山
」
が
行
わ

れ
、
約
2
0
0人の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
曇
り
が
ち
の
天
候
で
日
の
出

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
雲
の
隙
間
か

ら
太
陽
が
現
れ
る
と
大
き
な
歓
声
が
上

が
り
、
参
加
者
は
今
年
一
年
の
幸
運
を

願
っ
て
い
ま
し
た
。

下
山
後
、
参
加
者
は
持
ち
寄
っ
た
お

餅
を
入
れ
た
お
雑
煮
を
食
べ
て
新
年
を

喜
び
ま
し
た
。

瀬
戸
崎
鯨
唄
を

八
坂
神
社
に
奉
納

1
月
2
日
、
仙
崎
に
伝
わ
る
鯨
唄
の

文
化
の
伝
承
と
後
継
者
育
成
を
日
指
す

瀬
戸
崎
組
鯨
唄
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
7

人
が
、
仙
崎
小
学
校
の
6
年
生
5
人
と

と
も
に
八
坂
神
社
を
訪
れ
、
鯨
唄
を
奉

納
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
啓
発
の
た
め
に

交
通
安
全
旗
寄
贈

1
月
8
日
、
（
社
）
山
口
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
長
門
支
部
か
ら
長
門
交
通
安
全
協
会

に
交
通
安
全
旗
2
0
0
枚
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
旗
は
交
通
安
全
期
間
中
や
事

故
の
多
い
場
所
に
事
故
防
止
を
喚
起
す

る
た
め
に
掲
げ
ら
れ
ま
す
。

郷
土
出
身
の
彫
刻
家

大
井
秀
規
展
開
催

郷
土
出
身
の
彫
刻
家
、
大
井
秀
規
さ

ん
の
作
品
展
が
1
月
一り
日
よ
り
ル
ネ
ッ

サ
な
が
と
文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開

か
れ
、
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

同
氏
の
作
品
6
3点
を
展
示
し
た
こ
の

個
展
は
2
月
1
5
日
ま
で
開
か
れ
ま
す
。
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長門市長　松林正俊

続・子ども議会

長
門
市
子
ど
も
議
会
が
先

ほ
ど
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

2
回
目
と
な
る
今
回
は
、

市
内
各
中
学
校
の
3
年
生
の

代
表
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
課
題
や
自
分
た
ち
が
日
頃

か
ら
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
「
こ
ん
な
長
門
市
を
つ
く

り
た
い
」
と
い
う
中
学
生
の
視
線
で
活

発
に
提
案
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
グ
ル

ー
プ
に
そ
れ
ぞ
れ
政
党
名
を
つ
け
、
福

祉
や
環
境
、
観
光
業
や
農
林
水
産
業
の

振
興
な
ど
に
つ
い
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
具
体
的
な
例

を
挙
げ
な
が
ら
私
に
質
問
を
投
げ
か
け

て
く
れ
ま
し
た
。

「
視
聴
覚
党
」
か
ら
は
、
視
聴
覚
障

害
者
の
た
め
の
公
的
施
設
で
の
電
光
掲

示
板
の
設
置
や
ぽ
っ
ち
や
テ
レ
ビ
の
番

組
に
字
幕
を
つ
け
る
こ
と
、
点
字
教
育

の
普
及
活
動
や
音
声
信
号
機
の
設
置
増

加
な
ど
に
つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
「
福
祉
党
」
と
「
バ
リ
ア

フ
リ
ー
を
考
え
る
会
」
か
ら
は
お
年
寄

り
の
生
き
が
い
対
策
と
公
共
施
設
や
道

路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
、

「
水
の
会
」
は
河
川
や
海
辺
の
ゴ
ミ
処

理
や
ポ
イ
捨
て
防
止
な
ど
に
つ
い
て
具

体
的
に
指
摘
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
仙
崎
観
光
党
」
と
「
仙
崎
保
護
党
」

は
、
公
共
ト
イ
レ
の
整
備
や
み
す
ゞ
通

り
の
火
災
防
災
対
策
に
つ
い
て
、「
Ｌ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
通
党
」
か
ら
は
坂
道
に
手

す
り
を
付
け
バ
ス
停
に
ベ
ン
チ
を
設
置

す
る
こ
と
や
、
水
産
業
の
振
興
や
稚
魚

の
放
流
に
つ
い
て
の
要
望
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
課
題
を
示
し
て

く
れ
ま
し
た
。

「
長
門
自
然
観
光
プ
レ
ゼ
ン
党
」
と

「
故
郷
を
思
う
会
」
は
、
地
産
地
消
の

推
進
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
温
泉

の
連
携
に
つ
い
て
、
ま
た
爪
美
祢
線
の

活
性
化
に
つ
い
て
な
ど
渋
木
地
区
や
俵

山
地
区
か
ら
み
た
農
業
振
興
や
観
光
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
子
ど
も
議
会
の
様
子
は
、
ほ
っ

ち
や
テ
レ
ビ
で
生
放
送
さ
れ
、
市
内
全

中
学
枚
の
3
年
生
が
教
室
で
テ
レ
ビ
中

継
を
観
な
が
ら
、
お
互
い
の
考
え
方
や

地
域
の
課
題
を
知
り
合
う
授
業
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
市
民
の
方
も
、
わ
か
り

や
す
く
ハ
キ
ハ
キ
と
地
域
の
テ
ー
マ

を
発
表
す
る
生
徒
の
姿
に
将
来
へ
の

安
堵
と
期
待
を
抱
か
れ
た
は
ず
で

す
。き

っ
と
、
こ
の
子
た
ち
が
近
い
将

来
長
門
市
を
担
っ
て
く
れ
る
、
と
確

信
を
も
っ
た
今
回
の
子
ど
も
議
会
で

し
た
。
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